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成果の概要
　本プロジェクトでは、自作した３次元N体＋SPH（smoothed particle hydrodynamics)

コード (GCD+)を用いて、合計約３０個の銀河群の高解像度宇宙論的数値シミュレーショ
ンを行っている。計算結果で得られた銀河群や構成銀河の多波長観測量を解析し、最新の
観測データと定量的に比較することにより、銀河群や構成銀河の物理過程を解明する。こ
の計画は 3年計画の２年目である。
　図 1に、現在まで解析のすんでいるシミュレートされた銀河群のX線温度と構成銀河

の速度分散に対するX線光度を示した。青い線は観測で得られている関係であり、われわ
れのシミュレーション結果は定量的に一致していると言える。しかし、統計的な議論をす
るには、より多くのサンプルが必要なこともわかる。また、この数値銀河群の一つを詳し
く解析し、銀河群環境が構成銀河の星形成に与える影響も調べた（Kawata & Mulchaey

2008)。この研究では、質量 8× 1012 M⊙の銀河群に落ちてきた回転速度 150 km/sの円盤
銀河に注目した (図 2)。その結果、この銀河群のラムプレッシャー（動圧）は、この銀河
の冷たいガス円盤をはぎ取るには十分ではないが、ハロー内の高温ガスをはぎ取るには十
分なことがわかった。高温ガスは、星を作るために必要な低温ガスの供給源でもある。注
目した銀河では、その高温ガスがはぎ取られたため、星形成によってそれまで存在した低
温ガスが使い尽くされたとき星形成が止まった。これは、”銀河の窒息”と呼ばれる機構
である。この研究により初めて、整合的な宇宙論的数値シミュレーションで、この機構が
今回注目したような比較的小さな銀河群でも有効に働くことが示された。



図 1: X線光度ー X線温度（左）と X線光度ー構成銀河の速度分散（右）、白丸がシミュレーショ
ン結果。青い線は観測によって得られている相関関係 (Osmond & Ponman 2004, MNRAS, 350,
1511)。

図 2: 数値シミュレーションで得られた銀河群の異なる赤方偏移 (z)での形成過程の様子。上段は
銀河群領域でのダークマターの密度分布。中段と下段は今回注目した銀河を中心とした領域の拡大
図で、それぞれこの銀河の円盤面を正面から見たとき (中段）と横から見たとき（下段）の Rバン
ドでの表面輝度分布を示している。等高線は低温ガスの表面密度分布を、矢印は銀河 Aの銀河群
に対する速度を表示している。矢印の長さは速度の大きさに対応する。




